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などが築かれる。若狭氏が指摘するように、5世紀後半にあっては天神山型、浅問山型が盛行す
る。
　6世紀前半は複数の墳丘規格が並立する。天神山型の笹森稲荷山古墳（墳長106m）、前二子型
の前二子古墳（墳長93m）、正円寺古墳（墳長73m）、七輿山型の七輿山古墳（墳長145m）、中二
子型の中二子古墳（墳長108m）と複数の墳丘規格系列が並立する。七輿山古墳が傑出しているが、
ほかは「どんぐりの背比べ」で拮抗した規模で並立する。
　6世紀後半は、天神山型の綿貫観音山古墳（墳長97m）、中二子型のニツ山1号墳（墳長74m）、
後二子古墳（墳長82m）、総社二子山古墳（墳長90m）、前二子型の前橋二子山古墳（墳長104m）、
観音塚型の八幡観音塚古墳（墳長96m）が築かれる。墳丘規模は拮抗しているが、中二子型がよ
り広範囲に分布しており、中二子型の優位が窺われ孔
　その後は前方後円墳がほとんど築かれなくなり、総社古墳群だけに大型の方墳が造営されるよ
うになる。白石太一郎氏は6世紀の上野の前方後円墳規格が多様であることと7世紀の総社古墳
群の傑出を論拠に「6世紀代の上野に…（中略）…上野全域に何らかの広域的な支配権を及ぼす
ような支配組織の存在は認め難い」とされる（白石1992p．μ）。しかし、今回の墳丘規格系列の
整理からは、6世紀後半において中二子型のように広域に分布し、優勢となる墳丘規格も存在す
ることを指摘できる。総社古墳群の造営が開始される前段階においてすでに「広域的な支配組織」
ができあがり、地域社会が変わりつつあった可能性を提起しておきたい。
おわりに
　本稿では既存の資料を用いて6世紀代の上毛野地域における前方後円墳の墳丘規格系列を検討
してきた。しかし、これまでに資料化されているもののみを姐上に分析・検討をおこなったもの
であり、測量図の作成されていないものについては検討を果たせていない。また、今回設定した
系列それぞれにおける設計技術の把握はできておらず、今回示した系列は単なる形態分類上のも
のに過ぎない。設計技術の把握を通じて設定系列の妥当性を吟味するには、原資料に立ち返って
情報を取り直す必要も少なからずある。今後、この課題にも取り組み、今回提示した仮説を検証
していくことにしたい。
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